
■決算状況

交付金配分枠 13,628,000 円

交付金決算額 12,380,702 円

その他収入    59 円

90.8%

各分野の決算

①協議会運営 7,651,901 円

②地域振興 2,461,166 円

③地域福祉 341,205 円

④安心・安全 169,797 円

⑤環境づくり(土木工事） 0 円

⑤環境づくり(その他） 456,035 円

⑥地域個性創出 1,300,657 円

決算総額 12,380,761 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

【各地区協議会集約分】
自主防災【嘉年】　自主防災【生雲】　除雪事業【嘉年】

【阿東全体分】
シニアのための交通安全体験会

　交付金決算額／配分額    

阿東地域づくり協議会　地域づくり交付金事業概要（令和４年度）

５ヵ年計画策定にあたり、３０代～４０代の男女１１人との懇談会を開催し、意見交換会を実施。特に、人口減
少に伴い、教育環境・移動手段が議論された。一方、徳佐しだれ桜ライトアップフェスタが実施され、近年にな
い多くの人が花見を楽しんだ。

全ての世代が　ふるさとへの誇りを持ち　みんなでつくる阿東地域

事務局人件費、事務費

【各地区協議会集約分】
祭りを盛り上げよう【生雲】　七夕まつり【生雲】　しだれ桜フェスタ【地福】　大学生と中学
生の協働事業【地福】　上市東体育祭【徳佐】　ふるさと探訪ナイトウォーク【徳佐】　生き
物観察会【嘉年】　イルミネーション事業【嘉年】　グラウンドゴルフ大会【嘉年】　嘉年ホ
タル観賞会【嘉年】　嘉年ゆうすげフェスタ【嘉年】　広報誌発行【徳佐】　広報誌発行【嘉
年】　支え合いのしくみづくり【地福】　嘉年自治会マップ作成事業【嘉年】　笑顔事業【嘉
年】　自治会活動の充実研修視察【地福】　篠生盆踊り【篠生】　未来ビジョン勉強会【篠
生】

【阿東全体分】
地域広報誌発行　阿東地域次世代地域リーダー養成事業　あともり学習交流事業　５ヵ
年計画策定　中原中也長門峡渓谷遊歩道開通100周年イベント　徳佐しだれ桜ライト
アップフェスタ

【各地区協議会集約分】
福祉的まちづくりを考える会【徳佐】　シニアの集い【徳佐】　三世代交流イベント【篠生】
地域の仲間と交流＆活性化の研修の旅【篠生】　くもたんハウス支援事業【生雲】

■地域の情報

地域人口 4,428人 自治会数 123

世帯数 2,120世帯 自治会加入率 100.7%

※数値は、令和5年4月1日のもの
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■重点的に取り組んだ事業

事業名 地域づくり計画推進（阿東地域次世代地域リーダー養成事業） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 広報活動（あいらぶあとう地域広報誌発行） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 地域振興活動推進（あともり学習交流事業） 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

次年度も引き続き活動を続け地域づくり人材を養成していきたい。

31,000円

阿東全域に戸別配布した。

【各地区協議会集約分】
ふるさと意識啓発事業【地福】　地区民みんなで清掃活動【生雲】　桜の園【生雲】　長門
峡美観作業【篠生】　阿東の玄関口文殊を花で飾ろう【篠生】　徳佐自治会美化運動【徳
佐】　さくら保全【地福】　もみじ祭り事前景観整備事業【篠生】　和田山公園整備【嘉年】

【阿東全体分】
ＪＲ山口線駅トイレ管理費の補助　十種ヶ峰登山道倒木処理

【各地区協議会集約分】
長門峡もみじ祭り【篠生】　長門峡夏祭り【篠生】　地域を明るく照らすイルミネーション
【篠生】　長門峡もみじ祭新規事業に対する助成【篠生】　どんど焼き【徳佐】　神楽舞保
存活用事業【嘉年】　クリスマスナイトフェスティバル支援事業【地福】　ヤマシャクまつり
【徳佐】　ほほえみの郷トイトイ10周年感謝祭【地福】　市川ホタルの会【徳佐】　読み聞
かせ【生雲】　生雲どんど【生雲】　人権学習啓発事業【地福】　未来の担い手育成事業
【地福】　若者支援事業【嘉年】
　
【阿東全体分】
徳佐小学校ふれあいコンサート　梨とりんごのお花見ピクニック　文芸阿東発刊　新成
人記念品贈呈

地域外から見た阿東の魅力という視点で地域の可能性を考えることができた。

150,000円

１５人

地域課題等を毎回テーマに話し合いを実施する。地域資源活用をテーマに「あそべ
る楽校」の企画を検討する。

編集会議を重ね地域の情報を掲載した。

より見やすい紙面づくりをめざす。

③

阿東の若い女性の繋がり、情報交換、交流の場を設け学習していく。

阿東地域で暮らす意義や豊かさを発信できた。

学習会が大変満足と答えた参加者が多く、ミニマルシェを通じて地域資源を確認で
きた。

阿東地域の魅力を再確認でき、今後移住者が増えることを期待したい。

島根県のローカルジャーナリストを講師に招き講演、ミニマルシェを開催。

令和５年３月４日

３３人

「あそべる楽校」を実施する中で子育て世代の意見を集約した。

②

地域広報誌あいらぶあとうを発行する。

令和４年４月～令和５年３月

３，０００戸

506,880円

地域版広報誌の発行

①

阿東地域の問題解決と未来を創造する為の講座やミーティングを実施し次世代の
リーダーを養成する。

令和４年４月～令和５年３月


